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論文内容の要旨
本論文は，日本の金融システムに関する 12の論稿から構成される。そのうち 9 つは実証的な分析で
あり， 3 つは規範的である。全体を通して，金融制度や金融構造が，観察される金融現象にどのよう
な帰結をもたらしていると考えられるか，また，その帰結はどのように評価できるか。さらに，改善
策として， どのような制度の改革が考えられるか， という観点が貫かれている。
金融という限られた分野についてではあるが，制度や構造のもつ経済的機能を抽出し，評価し，改
善策を模索する，という姿勢が，本論文では重視されている。
本論文は， 3 部に分かれる。第 I 部は「金融構造」に関する理論的考察が中心となる。そこでは次
の 6 つの論題が，それぞれ 1 章をさいて，検討される。第 1 章:各種の金融市場の性格を統一的に分
析するとき， どのような視点でとらえられるか。第 2 章:日本の金融構造の特徴を言い表わす場合，
定説は「間接金融支配」というものであった。これは十分な表現であろうか。第 3 章:銀行の行動を
金融取引の構造的な性格との関連で，どのように理論化できるであろうか。第 4 章:何故，拘束性預
金という現象は生じるのか。それは，銀行の悪しき行動の所為であるのか。第 5 章:預金金利規制の
結果，銀行行動はどのような影響を受けるか。自由化の代替案と比較すると，どのようなちがいがあ
るか。第 6 章:預貯金金利規制のあり方をめぐる意見の対立(民間金融・日本銀行対郵便貯金)は，
基本的に何処に原因があるのか。
各章でそれぞれ一定の結論が導かれているが それらをまとめると 次のように要約できる。
日本の金融システムを考えるとき，重要な， しかし，従来看過されてきた特徴は，金融資産の流動
化という点で「本目対交渉型」の取引が， きわめて大きな比重を占めてきた，ということである。拘束
- 21-
性預金といった現象も 「相対交渉型」支配の構造との関係で理解されねばならない。しかし，大量
国債発行を契機として，昭和50年代に入って，相対交渉型と対極的な「公開市場型」の方式が比重を
高めつつある。このような認識は， r日本の金融システムは間接金融支配から直接金融支配へと変わ
りつつある」という定説以上に，今後の日本の金融を考えるとき，有効なとらえ方である。
本論文の第 H部は 金融業を分析の対象とする 3 つの章から成る。金融業をひとつの産業としてと
らえ，産業組織論の対象とする際の諸課題を展望したのが，第 7 章であり，それに続いて，銀行の規
模の経済性の問題が第 8 章で，さらに，金融規制( r人為的低金利政策J )の金融業の産業組織に与
える効果と評価が，第 9 章で，検討される。
第 I.II部が実証的な分析を扱うのに対して，第四部は規範的な分析を行う 3 つの章から構成され
る。 r効率化」という言葉は金融における日常的な.用語となっているが，それのもつ理論的な意味を
扱うのが，第10章である。効率的な制度を設計するにしても，公正の理念をとり入れることが，どう
しても不可欠で、あることが，ここで論じられる。第11章では制度を変える潜在的な圧力となる革新が
どのように形成され，それが政策としての制度改革とどのように結びつくかが，日本の具体的な例に
即して，検討される。最後に，長文の第12章では，これからの日本が選択しうる金融システムのヴイ
ジョンが，総合的に描き出され，ひとつの改革の提言が示される。
論文の審査結果の要旨
本論文は「日本の」金融システムに関する理論的，経験的，政策的研究を集大成した独創的・体系
的研究である。近年，わが国の風土に深く根ざした「日本的」金融論の再構築が斯学の少数精鋭によ
って着々と進行しつつあるなかにあって本論文はこの方向への研究を大きく前進向上させることに寄
与した。よってその業績は経済学博士の学位に十分値するものと判定する。
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